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CONTENTSCONTENTS ～今月の内容～～今月の内容～

表紙表紙「坂下中学校開校」「坂下中学校開校」
２２ 今年はやります！チャレンジデー今年はやります！チャレンジデー
４４ 平成24年度 町に対する要望事項平成24年度 町に対する要望事項
８８ 私たちの学校「坂下中学校開校」私たちの学校「坂下中学校開校」
99 町史編さんだより町史編さんだより
1010 食育だより食育だより
1111 図書室だより図書室だより
1212 まちの話題まちの話題
1414 お知らせ版インフォメーションお知らせ版インフォメーション
1818 健康づくり・すこやか健康づくり・すこやか
1919 ５月の保健ガイド・戸籍の窓口　外５月の保健ガイド・戸籍の窓口　外
2020 第4回「畑は自然の美術館」フォトコンテスト第4回「畑は自然の美術館」フォトコンテスト



５月３０日（水）　午前０時～午後９時 開催！
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チャレンジデー２０１２チャレンジデー２０１２

　チャレンジデーは毎年 5月の最終水曜日に全国で一斉に開
催される住民総参加型のスポーツイベントです。人口規模が
ほぼ同じ自治体・地域同士が午前 0時から午後 9時までの間
に15分間以上継続して、何らかの運動・スポーツを行った住
民の参加率（％）を競います。対戦に敗れた場合は対戦相手
の旗を庁舎のメインポールに 1週間掲揚するというユニーク
なルールで行われています。

健康づくりは、スポーツから。健康づくりは、スポーツから。
まずはチャレンジデーからスタート！まずはチャレンジデーからスタート！
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FAX FAX 

勝敗のカギを握るのは、
あなたの参加と報告です‼

15分間運動したら、必ず報告してください！

運動の内容は普段行っているスポーツでもＯＫ
掃除・買物・犬の散歩でも、運動を意識して行えばＯＫ

運動をして、体を動かすことの爽快さを感じましょう。

チャレンジデーオリジナルＴシャツ発売中 チャレンジデー速報配信します

今年もオリジナルＴシャツを販売します。ご希
望の方は、サイズ・代金（１枚800円）を添え
て事務局（℡83-2301）まで申し込みくださ
い。数に限りがあります。お早めに!!

当日、１時間ごとの参加率の状況をメールで配
信します。希望される方は「スポーツ情報希望」
と入力し、下記までメールを送信してください。
cyuou@town.aizubange.fukushima.jp

▼チャレンジデーに関する問い合わせ先
チャレンジデー実行委員会 （町民体育館内スポーツクラブバンビィ）　TEL 83-2301

チャレンジデーの詳しい内容は、
5月10日配付のチャレンジデーニュースをご覧下さい!

報告はＦＡＸ・電話・メール・直接集計ＢＯＸへ

（チャレンジデー専用回線） 
又は、８３－４４９８ ・ ８３－２３０１

集計ＢＯＸはメイン会場・集計本部（中央公民館）・役場・地区公民館等にあります。



　
　
　
　
　
　
　
　
　

丈
助
橋
は
、
幅
が
狭
く
乗
用
車
ど
う

し
で
も
交
互
通
行
し
て
い
る
。
県
道
昇

格
な
ど
整
備
方
法
を
検
討
し
、
一
日
も

早
い
幅
員
拡
張
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

　

架
け
替
え
計
画
の
検
討
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
本
道
路
の
機
能
は
近
隣
市
町

村
へ
の
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
県
道
に
匹
敵
す
る
基
幹
道
路
な
の

で
、
県
道
へ
昇
格
し
て
い
た
だ
き
県
道

の
整
備
事
業
で
対
応
し
て
頂
く
よ
う
、

町
の
最
重
点
要
望
地
区
と
し
て
県
に
要

望
し
て
参
り
ま
す
。

道
路
拡
幅
等
の
整
備
に
伴
い
、
車
両

の
大
型
化
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
一
般
の
人
々
並
び
に
児
童
・
生
徒

の
通
行
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
今
年

度
も
地
域
の
健
全
な
発
展
上
、
重
要
課

題
と
し
て
要
望
す
る
。

中
村
街
道
・
沖
・
金
沢
踏
切

【
建
設
部
】

　

中
村
街
道
、
沖
、
金
沢
踏
切
に
つ
き

ま
し
て
は
、
幅
員
が
狭
く
大
型
車
両
の

通
行
も
あ
り
、
車
両
の
安
全
及
び
歩
行

者
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

踏
切
の
拡
幅
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
町
の
道
路
整
備
計

画
に
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に
つ
い
て
、

坂
下
中
央
処
理
区
終
末
処
理
場
の
工
事

が
着
工
さ
れ
、
年
次
計
画
で
進
め
て
お

ら
れ
、
25
年
に
は
供
用
開
始
の
予
定
だ

が
工
期
の
遅
れ
等
が
な
い
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

ま
た
、
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
も
人
員
の
配
置
は
も
と
よ
り
、

汚
泥
除
去
等
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
実

施
す
る
よ
う
重
ね
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

市
街
地
の
通
年
通
水
に
つ
い
て
は
、

栗
村
堰
の
灌
漑
期
及
び
非
灌
漑
期
の
水

量
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
今
年
も
市

街
地
用
排
水
路
管
理
員
を
配
置
し
、
流

入
水
の
確
保
及
び
水
路
等
の
適
正
管
理

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
既
設
水
路
の
改
修
及
び
排
水

路
の
汚
泥
除
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要

望
箇
所
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、

土
地
改
良
区
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て

整
備
を
進
め
、
計
画
的
な
汚
泥
除
去
作

業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
坂
下
中
央
処
理
区
の
終
末
処

理
場
建
設
工
事
は
、
順
調
に
工
事
が
進

め
ら
れ
、
平
成
24
年
度
末
に
は
完
成
の

予
定
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
よ
り
順
次

供
用
開
始
し
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
下
水
道
供
用
区
域
内
の
未
接

続
と
な
っ
て
い
る
住
民
の
方
々
に
は
、

排
水
路
の
悪
臭
防
止
の
た
め
に
も
下
水

道
へ
の
早
急
な
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
砲
町
地
内
の
町
道
に
つ
い
て
、
一

部
区
間
が
未
改
良
で
あ
り
、
年
間
を
通

し
、
対
面
交
通
が
大
変
厳
し
い
の
が
現

状
で
す
。

ま
た
、
町
内
か
ら
坂
下
厚
生
総
合
病

院
へ
行
く
唯
一
の
既
存
道
路
で
す
の
で
、

対
面
交
通
可
能
な
道
路
建
設
の
た
め
、

一
日
も
早
く
事
業
化
出
来
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

　

町
道
勝
大
線
鉄
砲
町
地
内
の
改
良
整

備
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
か
ら
若

宮
地
区
並
び
に
坂
下
厚
生
総
合
病
院
へ

の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、
狭

隘
区
間
の
解
消
を
図
り
、
大
型
バ
ス
等

の
安
全
走
行
と
歩
行
者
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
早
急
に
整
備

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
要
望
箇
所
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
や
沿
線
住
民
の
方
々
の
意
向
も
十

分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
、
事
業
化
に
向

け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

上
金
沢
地
区
西
部
、
会
津
坂
下
・
高

田
線
西
側
の
成
子
地
区
に
つ
い
て
は
土

地
改
良
事
業
の
施
行
後
、
新
鶴
地
区
の

改
良
事
業
に
お
い
て
水
路
計
画
変
更
等

も
あ
り
、
梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
増
水

し
、
宅
内
に
入
り
こ
み
水
害
を
繰
り
返

し
て
お
り
ま
す
。
正
常
な
生
活
を
回
復

で
き
る
よ
う
当
該
地
区
の
排
水
路
の
早

急
な
整
備
改
修
を
要
望
す
る
。

　

磐
越
自
動
車
道
南
側
に
県
道
横
断
水

路
を
設
置
し
、
新
鶴
地
内
の
水
を
栗
村

水
路
に
直
接
放
流
す
る
水
路
等
の
成
子

地
内
の
排
水
路
の
新
設
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

成
子
地
内
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
並
び
に
会
津
美
里
町
・
土
地
改

良
区
等
関
係
機
関
と
協
議
を
し
、
平
成

19
年
度
に
県
事
業
と
し
て
県
道
敷
の
土

側
溝
部
分
に
排
水
溝
布
設
整
備
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
解
消
が
図

ら
れ
な
い
原
因
と
水
害
の
状
況
を
調
査

し
、
こ
れ
を
基
に
関
係
機
関
と
水
害
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

矢
ノ
目
集
落
内
の
水
道
管
が
細
い
た

め
、
村
北
で
水
道
使
用
が
多
い
と
水
圧

が
下
が
り
洗
濯
、
ト
イ
レ
、
風
呂
の
水

張
り
に
時
間
が
か
か
る
等
、
私
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
集
落
内

水
道
管
の
改
修
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

矢
ノ
目
集
落
内
の
当
該
要
望
箇
所
の

水
道
管
に
つ
い
て
は
、
口
径
が
50
㎜
の

水
道
管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
給
水
に

は
十
分
な
口
径
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
支
障
と

な
っ
て
い
る
原
因
等
を
詳
細
に
調
査
し
、

負
担
区
分
も
含
め
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

要
望
実
現

の
た
め
に

平
成
24
年
度　

会
津
坂
下
町

区
長
・
自
治
会
長
会
全
体
会
議

座　　長
飯塚　正治氏（鉄砲町）

全体要望
蓮沼　隆氏（金上）
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全
体
要
望

町
道
宇
内
沼
越
線
の
鶴
沼
川
（
旧

宮
川
）
に
架
か
る
丈
助
橋
の
拡
幅

に
つ
い
て
（
継
続
）

Ｊ
Ｒ
踏
切
の
改
修
に
つ
い
て（
継
続
）

坂
下
地
区
要
望

地
区
全
域
の
通
年
通
水
と
公
共
下

水
道
整
備
促
進
に
つ
い
て（
継
続
）

鉄
砲
町
内
の
町
道
勝
大
線
の
道
路

改
良
つ
い
て
（
継
続
）

若
宮
地
区
要
望

水
害
対
策
（
成
子
地
内
）
に
つ
い

て
（
新
規
）　

集
落
内
水
道
管
の
改
修
に
つ
い
て

（
継
続
）



金上地区要望
谷津　卓氏（細工名）

坂下地区要望
上野　安廣氏（古坂下）

若宮地区要望
薄　茂市氏（金沢）

逆
水
橋
に
つ
い
て
は
幅
員
が
狭
く
交

互
通
行
し
て
い
る
。
生
徒
の
自
転
車
通

学
時
に
は
大
型
車
両
と
の
す
れ
違
い
等

に
お
い
て
大
変
危
険
で
あ
る
。
中
学
校

の
統
合
に
よ
り
生
徒
の
通
行
も
多
く
な

る
の
で
、
安
全
、
安
心
な
通
学
の
た
め

に
も
早
急
な
拡
幅
整
備
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

町
道
勝
大
線
、
栗
村
堰
水
路
に
架
か

る
逆
水
橋
（
1
号
橋
）
は
、
橋
梁
の
幅

員
が
4
．
5
ｍ
と
狭
く
大
型
車
両
の
交

通
量
が
多
い
路
線
で
あ
る
た
め
、
車
両

の
安
全
運
行
と
歩
行
者
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
新
規
事
業
化
に
向

け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

宮
古
橋
か
ら
細
工
名
橋
左
岸
堤
防
及

び
新
開
津
橋
か
ら
中
開
津
橋
右
岸
の
堤

防
の
交
通
量
が
非
常
に
多
く
、加
え
て
、

夏
草
の
繁
茂
に
よ
り
見
通
し
が
阻
害
さ

れ
、
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

適
期
の
草
刈
等
の
実
施
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

宮
古
橋
か
ら
細
工
名
橋
の
左
岸
堤
防

の
除
草
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
県
に
適

期
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
て
参
り
ま

す
。
新
開
津
橋
か
ら
中
開
津
橋
右
岸
の

堤
防
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
県

に
お
い
て
雑
木
の
除
去
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
今
年
度
は
適
期
の
除
草
実
施

を
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

近
年
、
台
風
や
大
雨
に
よ
り
、
中
開

津
地
区
及
び
細
工
名
地
区
に
お
い
て
洪

水
、
冠
水
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

原
因
の
一
つ
に
新
宮
川
河
川
内
の
中

州
の
肥
大
が
考
え
ら
れ
、
今
年
度
も
新

開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去
等
の
工

事
を
継
続
し
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

新
宮
川
中
州
の
堆
積
土
砂
除
去
等
に

つ
い
て
は
、
町
の
重
点
箇
所
と
し
て
、

さ
ら
に
、
河
川
流
域
市
町
村
で
構
成
す

る
氷
玉
川
・
宮
川
流
域
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
に
お
い
て
も
、
県
に
要
望
し
て

参
り
ま
す
。

新
宮
川
橋
か
ら
坂
下
方
面
に
向
か
っ

て
の
左
岸
は
勾
配
も
あ
り
、
風
雪
時
に

は
吹
き
溜
ま
り
が
で
き
、
見
通
し
が
悪

い
状
態
な
の
で
、
新
宮
川
橋
（
中
開
津

橋
）
ま
で
の
防
雪
柵
（
水
田
に
設
置
す

る
簡
易
式
）
設
置
延
長
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

当
該
地
区
の
防
雪
柵
設
置
に
つ
い
て
、

昨
年
度
、
地
区
よ
り
要
望
を
受
け
県
に

要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。
県
よ
り
、
冬

期
間
の
状
況
を
確
認
し
、
防
雪
柵
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
の
回
答

が
あ
り
、
整
備
実
現
に
向
け
引
き
続
き

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

三
谷
地
区
か
ら
立
川
橋
ま
で
の
県
道

会
津
坂
下
・
塩
川
線
は
歩
道
及
び
法
面

が
除
草
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
環
境
を

悪
化
さ
せ
非
常
に
不
衛
生
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
側
溝
は
土
砂
に
埋
ま
り
水
が

流
れ
ず
害
虫
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。
毎
年
何
回
か
の
除
草
及
び
側
溝
の

清
掃
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

県
道
会
津
坂
下
・
塩
川
線
の
三
谷
地

区
か
ら
立
川
橋
ま
で
の
歩
道
及
び
法
面

の
除
草
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の
安
全

安
心
な
歩
道
空
間
の
確
保
と
併
せ
て
環

境
に
も
配
慮
し
た
県
道
の
適
正
管
理
に

つ
い
て
、
町
の
重
点
要
望
箇
所
と
し
て

県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
の
土
砂
撤
去
に
つ
い
て

も
、
環
境
悪
化
防
止
の
た
め
重
点
要
望

箇
所
と
し
て
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

青
津
集
落
の
西
側
に
は
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
が
あ

る
が
、
周
囲
に
は
駐
車
場
も
な
く
、
せ

っ
か
く
の
史
跡
な
の
に
見
学
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
況
で
す
。

周
囲
の
雑
草
地
を
整
備
す
る
こ
と
か

ら
始
め
、
見
学
者
が
散
策
可
能
な
状
況

を
作
り
将
来
的
に
は
観
光
客
が
集
ま
る

よ
う
な
古
代
の
森
を
作
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

【
教
育
部
】

亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
史
跡
の
買
い
上
げ
、
試
掘
調

査
な
ど
国
県
補
助
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
国
県
の
補

助
を
受
け
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
が
あ
り
ま
し
た
周
堀
（
土
地
の

公
有
化
が
な
さ
れ
た
宅
地
・
田
）
及
び

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
亀
ヶ
森
・

鎮
守
森
古
墳
の
整
備
に
は
古
墳
本
体

（
墳
丘
と
周
堀
）
の
整
備
と
案
内
説
明

板
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
な
ど
の
付
属
施

設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
古
墳
本
体
の
整
備
に
取

り
組
む
中
で
併
せ
て
付
属
施
設
の
整
備

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

周
堀
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
郡
山
市

に
あ
り
ま
す
大
安
場
史
跡
公
園
な
ど
も

参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

全
体
を
芝
生
で
覆
う
方
法
や
石
を
敷
き

詰
め
る
方
法
な
ど
の
選
択
肢
が
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
ま

で
の
5
カ
年
で
基
本
計
画
及
び
基
本
設

計
を
立
案
し
、
整
備
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

5

逆
水
橋
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

（
継
続
）金

上
地
区
要
望

新
宮
川
の
夏
草
の
刈
払
い
に
つ
い

て
（
継
続
）

新
開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去

等
工
事
に
つ
い
て
（
継
続
）

県
道
会
津
坂
下
・
本
郷
線
の
防
雪

柵
設
置
延
長
に
つ
い
て（
継
続
）

広
瀬
地
区
要
望

県
道
会
津
坂
下
・
塩
川
線
の
除
草

及
び
水
路
の
整
備
に
つ
い
て（
新
規
）

亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て
（
新
規
）



八幡地区要望
小野　憲一氏（和泉）

広瀬地区要望
小池　久昭氏（青津）

川西地区要望
青山　春一氏（大上）

県
道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
の
青
木

集
落
内
は
メ
イ
ン
道
路
に
も
か
か
わ
ら

ず
街
路
灯
が
4
個
つ
い
て
い
る
だ
け
で
、

防
犯
上
・
通
行
上
非
常
に
危
険
な
状
況

で
す
。
街
路
灯
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

県
道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
は
会
津

地
方
に
お
け
る
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

り
、
特
に
、
青
木
集
落
内
の
県
道
は
、

夜
間
時
大
型
車
両
の
通
行
が
非
常
に
多

く
、
歩
行
者
の
安
全
安
心
な
歩
行
空
間

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
防
犯
の
上
か

ら
も
歩
道
部
分
に
街
路
灯
が
必
要
で
あ

り
ま
す
の
で
、
県
に
対
し
て
町
の
重
点

要
望
箇
所
と
し
て
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

①
八
日
沢
（
蛙
田
）
以
北
の
道
路
改
良

に
つ
い
て

本
年
に
入
っ
て
カ
ー
ブ
で
車
両
同

士
の
正
面
衝
突
が
発
生
し
て
お
り
、

ま
た
、
大
型
車
両
の
交
通
量
が
か
な

り
多
く
な
り
、
非
常
に
危
険
な
個
所

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
事
故
を

減
少
さ
せ
る
た
め
に
も
カ
ー
ブ
等
の

改
良
が
必
要
な
の
で
道
路
の
改
良
整

備
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

②
会
津
坂
下
町
津
尻
と
喜
多
方
市
真
木

の
泡
の
巻
橋
（
県
道
61
号
塩
川
・
山

都
線
）
間
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

津
尻
地
区
（
会
津
坂
下
町
）・
真

木
地
区
（
喜
多
方
市
）
と
県
道
61
号

塩
川
・
山
都
線
（
泡
の
巻
橋
）
Ｔ
字

交
差
点
ま
で
の
6
0
0
ｍ
間
に
歩
道

が
未
設
置
に
な
っ
て
い
る
。

前
回
、
Ｈ
23
年
要
望
事
項
の
回
答

は
、
通
学
路
で
な
い
こ
と
か
ら
設
置

困
難
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た

が
、
こ
の
区
間
は
、
学
生
（
中
・
高

校
生
）
の
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、

隣
接
し
て
い
る
右
記
二
つ
の
地
区
が

共
同
利
用
し
て
い
る
ラ
イ
フ
部
分
も

あ
り
、
交
流
の
た
め
の
道
路
で
地
区

住
民
も
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
特
に
、
大
型
車
両
等
の
交
通

量
が
多
く
な
り
、
歩
行
者
・
自
転
車

利
用
者
が
道
路
の
端
部
分
の
通
行
と

な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
歩
行
者
・

自
転
車
利
用
者
の
通
行
可
能
な
歩
道

の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

①
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
八
日

沢
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
町

の
重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
県
か
ら
は
、

2
車
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
事

業
化
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
の
回

答
を
得
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
も
、

事
業
化
の
早
期
実
現
に
向
け
て
引
き

続
き
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

②
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
津
尻

地
区
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度
、
町
の

重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
、
県
か
ら
は
、

現
在
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
通
学
路

で
な
い
こ
と
か
ら
対
応
は
困
難
で
あ

る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
引
き
続
き
、
県
に
要

望
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

町
道
64
号
線
（
袋
原
線
）
か
ら
県
道

61
号
線
（
塩
川
・
山
都
線
）
へ
出
る
と

き
に
、
一
時
停
止
線
か
ら
出
口
ま
で
が

急
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
た
め
視
野
が
悪

く
安
全
確
認
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
に
安
全
確
認
後
凍
結

に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
し
て
県
道
に
出
る
の

に
困
難
な
箇
所
で
、
大
変
危
険
な
箇
所

で
あ
り
ま
す
。

23
年
度
に
は
県
道
交
差
部
の
町
道
側

の
舗
装
修
繕
を
行
い
急
傾
斜
の
緩
和
を

図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
更
に
、

県
道
交
差
部
の
町
道
側
に
、
車
一
台
が

安
全
・
確
実
に
停
止
の
出
来
る
平
坦
部

分
を
設
置
し
、
容
易
に
県
道
へ
出
ら
れ

る
よ
う
に
改
め
て
改
修
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

町
道
袋
原
線
と
県
道
塩
川
・
山
都
線

の
交
差
点
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
要

望
に
基
づ
き
舗
装
路
面
急
傾
斜
部
の
緩

和
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

の
更
な
る
改
善
要
望
に
つ
い
て
は
、
更

に
現
地
調
査
を
実
施
し
交
通
車
両
の
安

全
な
走
行
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

こ
の
県
道
は
、
町
及
び
地
域
の
活
性

化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
の
で
、
継
続

的
に
早
期
の
全
線
開
通
を
県
に
対
し
強

く
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

県
道
赤
留
塔
寺
線
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
早
期
開

通
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
町
並
び
に
赤
留

塔
寺
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
共
々
、

最
重
点
要
望
事
項
と
し
て
県
に
要
望
し

て
お
り
、
県
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
立
体
交
差
部

の
本
体
工
事
を
進
め
、
早
期
完
成
に
向

け
て
い
く
旨
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

大
沢
・
和
泉
線
は
冬
期
間
猛
吹
雪
の

た
め
吹
溜
り
が
で
き
、
一
時
的
に
通
行

困
難
に
な
る
の
で
、
交
通
の
安
全
確
保

を
考
慮
し
防
雪
柵
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

当
面
は
積
雪
状
況
を
考
慮
し
て
、
機

械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ
イ
ク
ル
を
増
や

し
、
安
全
な
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

八
幡
地
区
は
、
生
活
排
水
の
処
理
施

設
が
な
く
、
水
の
汚
れ
な
ど
で
魚
も
住

め
な
く
な
り
、
当
然
人
も
集
ま
ら
な
く

6

青
木
区
街
路
灯
設
置
に
つ
い
て

（
新
規
）川

西
地
区
要
望

県
道
3
3
6
号
熱
塩
加
納
・
会
津

坂
下
線
の
道
路
改
良
整
備
に
つ
い

て （
継
続
）

県
道
61
号
線
袋
原
入
口
の
町
道
64

号
線
（
袋
原
線
）
道
路
傾
斜
改
良

整
備
に
つ
い
て
（
継
続
）

八
幡
地
区
要
望

県
道
赤
留
塔
寺
線
の
早
期
全
線
開

通
に
つ
い
て
（
継
続
）

町
道
大
沢
・
和
泉
線
の
防
雪
柵
設

置
に
つ
い
て
（
継
続
）

下
水
道
設
置
に
つ
い
て（
新
規
）



高寺地区要望
長谷川　孝志氏（片門）

 

【
敬
省
略
】

前　

緑　
　

町 

酒
井　
　

隆

前　

新 

栄 

町 

齋
藤　

康
徳

前　

水　
　

島 

五
十
嵐
豊
記

前　

中 

新 

田 

伊
藤　
　

浩

前　

村
田
新
田 

吉
井　

一
雄

前　

履　
　

形 

松
本　

幸
一

前　

下 

政 

所 

高
畑　

秀
吉

前　

西 

青 

津 

齋
藤　

隆
敏

前　

塔
寺
二
区 

伊
藤　

昭
次

 

【
敬
省
略
】

前　

坂
下
地
区 

堀　
　

明
義

前　

若
宮
地
区 

渡
部　

新
平

前　

金
上
地
区 

大
堀　

作
夫

前　

広
瀬
地
区 

髙
野　

元
嗣

前　

川
西
地
区 

齋
藤　

利
衞

前　

八
幡
地
区 

小
野　
　

稔

前　

高
寺
地
区 

小
久
保
正
晴

町
駐
在
員
表
彰
（
区
長
自
治

会
長
と
し
て
５
年
以
上
在
職
）

感
謝
状
贈
呈

（
退
任
さ
れ
た
地
区
会
長
）

な
り
地
区
全
体
に
活
気
が
な
く
な
り
観

光
客
も
来
な
く
な
り
ま
す
。
住
み
よ
い

地
区
に
し
て
い
き
た
い
の
で
下
水
道
の

設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

全
県
域
下
水
道
化
構
想
に
お
い
て
、

八
幡
地
区
の
下
水
道
計
画
は
農
業
集
落

排
水
事
業
と
し
て
塔
寺
処
理
区
（
塔

寺
、
塔
寺
二
区
、
気
多
宮
地
区
）
及
び

坂
本
処
理
区
（
大
沢
、
朝
立
、
和
泉
、

平
井
地
区
）
の
2
つ
の
処
理
区
を
計
画

し
て
お
り
、
現
在
、
農
業
集
落
排
水
事

業
整
備
計
画
15
処
理
区
の
う
ち
5
処
理

区
が
供
用
開
始
し
、
現
在
、
勝
方
、
塔

寺
及
び
八
幡
地
区
か
ら
要
望
が
あ
り
、

今
年
度
、
集
落
説
明
会
を
開
催
し
、
農

業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
ご

理
解
を
い
た
だ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

束
松
峠
（
旧
越
後
街
道
）
は
、
我
が

町
の
賑
わ
い
創
出
が
期
待
で
き
る
宝
で

あ
り
ま
す
の
で
、洞
門
の
復
元
と
共
に
、

緑
と
自
然
豊
か
な
地
形
を
活
か
し
た
歩

く
県
道
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
ご
教

示
願
い
た
い
。

【
建
設
部
】

福
島
県
土
木
部
が
策
定
し
た
「
ふ
く

し
ま
の
新
し
い
県
土
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、

歴
史
を
体
感
で
き
る
「
歩
く
県
道
」
の

整
備
が
計
画
決
定
さ
れ
、
地
域
の
方
々

と
共
に
、
具
体
的
な
整
備
方
針
や
歴
史

的
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
保
全
計
画
等

を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

①
消
雪
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
機
械

除
雪
対
応
で
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
が
、
適
切
な
対
処
に
至
っ
て
お
ら

ず
、
豪
雪
時
の
安
全
確
保
が
急
務
と

考
え
て
お
り
早
期
整
備
を
強
く
要
望

す
る
。

②
県
道
側
溝
及
び
路
肩
の
雑
草
管
理
も

適
正
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

③
只
見
川
基
幹
農
道
か
ら
国
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
、
整
備
計
画

の
促
進
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

ご
教
示
願
い
た
い
。

【
建
設
部
】

①
天
屋
、
本
名
地
区
に
つ
い
て
、
消
雪

に
必
要
な
水
量
が
確
保
で
き
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
整
備
方
法
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
す
る
と
回
答
を
得

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
県
に
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

②
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

③
ル
ー
ト
の
選
定
方
針
を
決
定
予
定
で

あ
り
、
地
区
の
意
見
を
拝
聴
し
、
事

業
化
に
向
け
進
め
て
参
り
ま
す
。

昨
年
7
月
28
日
か
ら
30
日
に
発
生
し

た
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
只
見
川
の
増

水
に
よ
り
沿
岸
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
地
区
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
は

少
な
か
ら
ず
、
未
だ
復
旧
の
見
通
し
が

立
た
な
い
施
設
や
特
に
窪
倉
区
の
農
用

地
は
、
崩
壊
や
流
失
が
続
き
非
常
に
危

険
な
状
況
に
あ
る
。

只
見
川
に
は
多
く
の
ダ
ム
発
電
所
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
天
災
と
し
て
の
収
束

に
止
ま
ら
ず
被
災
者
の
立
場
に
立
ち
、

河
川
管
理
者
や
ダ
ム
管
理
者
に
補
償
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

ま
た
、
予
想
を
遥
か
に
超
え
た
増
水

に
よ
り
堤
防
の
一
部
決
壊
や
氾
濫
の
恐

れ
が
生
じ
た
た
め
片
門
、
舟
渡
全
住
民

が
避
難
勧
告
に
よ
り
幸
い
に
し
て
人
命

的
な
被
害
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
今
後
も
想
定
外
の
豪
雨
や
ダ
ム
決

壊
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
左
右
の
護

岸
を
早
急
に
整
備
（
嵩
上
げ
）
し
適
正

な
安
全
管
理
を
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。さ

ら
に
、
今
回
は
3
日
間
で
1
，
0

0
0
㎜
に
達
す
る
豪
雨
と
な
り
、
こ
れ

以
上
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
只
見
川
の

各
ダ
ム
の
放
流
量
（
増
水
量
）
や
到
達

時
間
、
ダ
ム
下
流
の
洪
水
被
害
想
定
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
情
報
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
建
設
部
】

　

7
月
28
日
か
ら
30
日
に
発
生
し
た
只

見
川
流
域
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
堤

防
、
護
岸
等
の
早
期
復
旧
と
併
せ
て
、

堤
内
地
の
住
宅
地
、
農
用
地
へ
の
氾
濫

防
止
対
策
と
し
て
弱
小
堤
防
の
護
岸
補

強
、
嵩
上
げ
及
び
片
門
地
内
の
排
水
機

場
設
置
等
の
復
興
対
策
に
つ
い
て
適
切

な
管
理
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
・

県
に
対
し
て
強
く
要
望
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
早
期
復
旧
復
興
と
併

せ
て
、
堤
防
の
護
岸
補
強
、
嵩
上
げ
等

に
つ
い
て
引
き
続
き
、
町
の
最
重
点
継

続
要
望
と
し
て
要
望
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

更
に
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

と
情
報
提
供
の
迅
速
化
に
つ
い
て
は
、

只
見
川
の
河
川
管
理
者
、
発
電
事
業
者

並
び
に
関
係
市
町
村
の
情
報
連
絡
会
議

の
中
で
、
防
災
情
報
提
供
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

【
産
業
部
】

窪
倉
区
の
農
地
の
流
出
及
び
崩
壊
箇

所
に
係
る
復
旧
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

災
害
復
旧
事
業
で
は
受
益
者
負
担
額
が

多
額
に
な
る
こ
と
等
に
よ
り
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
他
の
補
助

事
業
等
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
該
場
所
は
畑

地
で
あ
り
農
作
業
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に

危
険
個
所
の
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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高
寺
地
区
要
望

歴
史
香
る
宿
場
町
の
束
松
地
区
、

緑
と
自
然
豊
か
な
山
間
を
走
る
束

松
峠
を
歩
く
県
道
と
し
て
の
整
備

促
進
に
つ
い
て（
継
続
）

県
道
3
路
線
沿
線
集
落
及
び
舟
渡

バ
イ
パ
ス
の
消
雪
施
設
の
設
置
並

び
に
県
道
の
適
切
な
管
理
と
鐘
撞

堂
峠
の
事
故
多
発
解
消
対
策
と
更

に
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進
に

つ
い
て（
継
続
）

只
見
川
洪
水
に
よ
る
被
害
補
償
及

び
河
川
護
岸
の
整
備
に
つ
い
て

（
新
規
）



会
津
で
有
数
の

マ
ン
モ
ス
校
に
！

　

4
月
6
日
（
金
）、
坂
下
一
中
・

二
中
が
統
合
し
誕
生
し
た
、
坂
下

中
学
校
の
開
校
式
、
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。

　

式
で
は
ま
ず
、
竹
内

俊
町
長

が
開
校
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
そ
の

後
、
会
津
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

小
椋
佳
さ
ん
が
作
詞
、
作
曲
し
た

新
し
い
校
歌
を
披
露
。
二
、
三
年

生
と
教
職
員
が
練
習
を
重
ね
て
き

た
新
し
い
校
歌
を
歌
っ
た
。

　

三
年
生
の
田
崎
杏き

ょ
う

佳か

さ
ん
が

「
こ
れ
か
ら
の
伝
統
は
私
た
ち
が

作
る
。
勉
強
と
部
活
を
両
立
し
、

笑
顔
で
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

新
入
生
1
6
9
人
を
代
表
し
て
山

内
颯
太
朗
く
ん
が
「
こ
れ
か
ら
始

ま
る
伝
統
の
た
め
に
友
だ
ち
と
努

力
し
ま
す
」
と
誓
っ
た
。

　

こ
の
統
合
で
、
坂
下
中
学
校
の

全
校
生
徒
は
5
0
8
人
と
な
り
、

会
津
で
も
有
数
の
マ
ン
モ
ス
校
と

な
っ
た
。

8

のち
た

私 学校

町内の保育所・幼稚園・小学校・
中学校から、子どもたちの学校で
の様子をお伝えします！

新しい歴史の幕開け

坂下中学校開校

歓迎のあいさつをする
3年生の田崎さん

→名前を呼ばれ
元気よく起立する
新入生

　

坂
下
中
学
校
校
歌

作
詞
・
作
曲　

小
椋　

佳

見
よ
あ
の
空　

飽
く
迄ま
で

も
澄
ん
で

会
津
盆
地
に
は
黄こ
が
ね金

の
瑞
穂

恵
み
豊
か
な　

ふ
る
さ
と
悦
よ
ろ
こ
び

集
う
坂
下
中
学
校

見
よ
あ
の
山　

揺
る
が
ず
雄
々
し
く

会
津
磐
梯
は
礎
い
し
ず
え

鏡
か
が
み 

学
ぶ
真
実　

積
み
上
げ
る
英
知

励
む
坂
下
中
学
校

見
よ
あ
の
川　

清
ら
か
な
流
れ

魚ぎ
ょ

鱗り
ん

輝
い
て
平
和
を
歌
う

希
望
理
想
の　

志
高
く

誓
う
坂
下
中
学
校


